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研究室めぐり

東京工業大学　工学院電気電子系
竹内研究室

1．はじめに
竹内研究室は，東京工業大学の工学院電気電子系に所属

し，居室および実験室は大岡山キャンパス南 3号館の 6階
にある．環境・エネルギー・材料応用を研究の三本の柱と
して掲げ，主に大気圧プラズマを用いた各種応用技術と，
それらに関連する基礎的な物理・化学過程の理解を目指し
て研究を進めている．また近年は，ハイブリット直流遮断
器や風車ブレード用避雷塗料などの研究も進めており，高
電圧工学，プラズマ工学，静電気工学を中心とした，学際
的な研究や共同研究を多く展開している．

竹内研究室は，古くは林泉先生の研究室にルーツを持つ．
私が東京工業大学に入学した 2001年には，石井彰三先生
と安岡康一先生によって石井・安岡研究室が共同運営され
ていた．私は，安岡研究室の単独運営になった後の 2004

年に安岡研究室に卒研配属となり，プラズマに関する研究
をスタートした．卒研のテーマは，低圧窒素中での θ ピン
チプラズマであったが，修士課程以降は一貫して大気圧プ
ラズマを研究している．2009年に博士課程を修了し，学
振 PD を経て安岡研究室の助教として着任し，2012年 12

月に講師へと昇任した際に安岡・竹内研究室となった．
2016年には全俊豪先生が助教として着任され，2021年 3

月の安岡先生のご定年退職に伴い，2021年 4月より竹内研
究室として運営している．

本研究室と静電気学会の関わりは，安岡先生が沖縄（？）
で，故 Jen-Shih Chang 先生に紹介されたことがきっかけと
伺っている．以降，研究室のほとんどのメンバは，静電気
学会を主の研究活動の場としている．静電気学会との関わ
りが深い研究室 OB としては，大分大学の立花孝介先生が
おり，現在も共同研究などで協力関係にある．

2023年 6月現在，竹内研究室は，竹内と全先生，秘書さ
ん 1名，博士課程学生 3名，修士課程学生 8名，学部 4年生
2名で構成されている．学生の半数近くは中国からの留学生
で，国際化というには偏っている気がするが，ユニークな学
生たちに囲まれて，大変楽しい研究室生活を過ごしている．

2．研究紹介
プラズマを用いた高度水処理技術を安岡先生が精力的に

研究されていたことから，竹内研究室ではプラズマと液体が
接する『気液界面プラズマ』の応用研究，および，プラズ
マ－液体界面での複雑な現象に着目した研究を進めてきた．
近年は水処理技術に加えて，気液界面プラズマを用いた炭
素材料の改質・合成などへと展開している．また，全先生を
中心として，アンモニアや窒化マグネシウムなどのエネルギ
ーキャリア合成技術，また，直流電力系統での電流遮断に
用いる，限流型ハイブリッド直流遮断機の研究を行っている．

2.1　高度水処理技術
気液界面プラズマでは水分子を原料として，反応性の高

い OH ラジカルを生成し，有機物を分解することができる．
分解速度の向上のために OH ラジカルの生成量を増やすと
過酸化水素の生成量が増えて OH ラジカルの損失が増大し，
有機物分解が抑制され，分解速度と分解エネルギー効率の
間にトレードオフが発生してしまう．そこで，気液界面プラ
ズマを過酸化水素生成に特化させ，別途，オゾン発生器で
生成したオゾンを処理水中に供給して，過酸化水素とオゾ
ンとの反応により OH ラジカルを再生する，プラズマ－オゾ
ン併用方式の研究を進めている．また，OH ラジカルでは分
解できないとされる，PFOS などの有機フッ素化合物 PFAS

類も，気液界面プラズマでは高速・高効率に分解すること
ができる．世界中で課題となっている PFAS 類による環境汚
染問題を解決すべく，分解システムの改良を続けている．

2.2　エネルギーキャリアの合成
低炭素社会の実現に向けたエネルギーキャリアとしてア

ンモニアが注目されており，ハーバーボッシュ法に替わる，
二酸化炭素を排出しない小規模分散型のアンモニア合成手
法が求められている．竹内研究室では独自の大気圧流動層
プラズマを用いたプラズマ触媒複合プロセスにより，アン
モニアの合成を行っている．

3．おわりに
東京工業大学の大岡山キャンパスは，大岡山駅正面口か

ら徒歩 1分の位置に正門があり，南 3号館は正門から歩い
て数分と便利な位置にある．研究室見学も大歓迎なので，
東京近辺にお越しの際は，是非ご連絡いただければと思う．

 （竹内　希）
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